
 

 

受講者の能動的視聴による講義映像の生成 
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概要．講義映像を配信する場合，講師は配信を考慮した講義の設計や録画した映像を編集する必要があ

る．その設計や編集には講師に負担があるという．そこで，配信用に講義の設計をせず複数の視点から

講義を録画し，受講者が視点を選択してシステムがその視点操作を用いて録画映像の編集をすることに

より受講者の学習に効果的な講義映像を生成する手法を提案する．また，評価実験によりこの講義映像

が受講者にとって有用であることが示された． 

 

1 はじめに 

大学では e-learning が普及し[1]，それと共に授業

動画などの講義映像をネットワーク経由で配信する

ことが多くなっている．講義映像を配信するために

は配信を考慮して講義を組み立てたり，録画した講

義動画を編集したりする必要がある．しかし，講義

を行い，さらに録画した映像の編集も行うことは負

担が掛かる作業である[2]．日本で有名な MOOC（大

規模オープンオンライン講座）の gacco[3]で開講さ

れている 10 件の講義映像を確認したところ，ほと

んどの講義映像が編集されていたことから講義映像

の編集は重要であると考える． 

本研究では講義映像をより少ない負担で編集でき

るように，講師自身が編集をするのではなく受講者

の操作記録を用いて編集することを考えた．受講者

は講師や黒板などの映像から重要だと思う視点を選

択しながら受講する．このとき得られた視点選択の

操作によって編集することで講義映像を生成するこ

とができる．操作記録を用いるのは受講者の半数以

上は重要な視点を選ぶ仮定に基づいている．また，

生成された講義映像が受講者にとって有用であるこ

とを評価実験で明らかにする． 

 

2 提案手法 

提案手法は視点を選択しながら受講するための

「能動的な受講システム」と視点の操作記録によっ

て行われる「講義映像の生成」で構成される． 

2.1 能動的な受講システム 

能動的な受講システムはすべての視点映像を画面

の右側に縮小して配置，受講者が選択した１つの視

点映像を左側に拡大表示する．システムはブラウザ

上で動作し，タブレット端末で使用することを想定

 
図 1 受講システム 

 

しているため，視点の選択は縮小表示した視点映像

を指でタッチすることで行えるよう開発した．図 1

はある講義を講師，全景，黒板，電子スライドの 4

視点で受講する例である．右側に縮小表示されてい

る視点映像から受講者は見たいと思う視点をタッチ

し拡大表示して受講する． 

2.2 講義映像の生成 

講義映像の生成には受講システムでの視点を選択

する操作記録を用いる．受講者全員の選択した視点

を 1 秒ごとに多数決をとることで，最も選択されて

いる視点映像を決定することとした．講義映像は図 

1 の受講システムと同じレイアウトで生成され，決

定された視点映像は画面左側に拡大表示されるよう

に編集している．すべての視点映像は受講システム

同様，右側に縮小して表示される．受講者は視点映

像を切り替えることはできない． 

 

3 評価実験 

提案手法により生成した講義映像が受講者にとっ

て有用なのかを評価実験により検証した．  

3.1 実験環境 

実験に用いた講義は統計学を始める人のための入

門講義で全 1 時間である．視点映像は講師，全景，

黒板，電子スライドの 4 視点を用意した．実験参加

者は高校生 12 人（男子：5 人，女子：7 人）を対象
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とした．まず，実験参加者に受講システムを用いて

講義を受けてもらい，視点映像の選択操作の集計記

録から，講義映像を生成した．次に，生成した講義

映像を，同じ実験参加者に先頭から 15 分視聴して

もらい，アンケートに回答してもらった．視点映像

の選択操作と生成した講義映像の視聴テストを同じ

実験参加者に行ってもらったのは，視点選択操作の

意図が，生成された講義映像に反映されているか確

認してもらうためである．なお，受講システムと講

義映像の視聴には 8インチのタブレット端末を使用

した． 

3.2 アンケートの内容 

アンケートは生成された講義映像に関して以下の

設問に対して 4段階のリッカート尺度で調査を行っ

た．また，最後に自由記述欄を設けた． 

問1. 「普段の授業と比べ，学びやすいですか？」

（学びやすかった 1－4 学びにくかった） 

問2. 「自動編集された授業動画は自分の見たい

アングルが見られましたか？」 

（見られた 1－4 見られなかった） 

問3. 「拡大表示された動画のアングルが自動で

変わることに違和感を覚えましたか？」 

（覚えた 1－4 覚えなかった） 

問4. 「授業の配信で本システムは役に立つと思

いますか？」 

（役立つ 1－4 役立たない） 

3.3 実験結果と考察 

アンケートの集計結果を表 1 に示す．問 1～問 4

のいずれにおいてもポジティブな回答 1が 9 割を占

める結果となった．いずれの設問も両側の符号検定

により危険率 1％でポジティブな回答，ネガティブ

な回答には差があった．これにより「普段の授業と

比べ学びやすかった」，「自動編集された授業動画は

自分の見たいアングルが見られた」，「自動で変わる

ことに違和感を覚えなかった」，「授業の配信で本シ

ステムは役に立つ」であることが示せた． 

実験参加者の選択した視点映像が全員一致した時

間は全体の約 23%，視点映像が半数以上一致した時

間は全体の約 87%であった．これより，実験参加者

の半数以上が同じ視点を選択していることが講義全

体の 8 割以上あり，アンケートの問 2 と問 4 の結果

から，受講者が見たいと思う視点映像はほぼ同じと

考えられ，提案手法で生成された講義映像は講師の

負担を減らし配信において有用な講義映像であると

考えられる．受講者は視点映像を選択する作業があ

るため，能動的に講義に参加することができ，操作

は単純なため負担は少ないと考えている． 

表 1 生成された講義映像に関するアンケートの集計結果 

回答 1 2 3 4 1&2 3&4 

問 1 4 7 1 0 11 1 

問 2 6 5 1 0 11 1 

問 3 0 0 2 10 0 12 

問 4 9 3 0 0 12 0 

 

4 関連研究 

本研究と同様に講義映像を生成する研究[4]があ

る．この研究では講義中に講師が意図するように視

点の選択や画面構成を操作し講義映像を生成するが，

本研究では受講者が見たい視点映像を選択し，講義

映像の編集と生成を受講者の操作によって行う特徴

がある． 

また，講義状況を事前に作成したルールとマッチ

ングさせることで視点映像の選択を決定する研究

[5]がある．この方法では，事前にルールを作成する

必要があり，講義のスタイルや視点映像の数によっ

てはルールを再作成する必要がある．本研究は受講

者によって視点映像を決定するため，どのような講

義に対してもそのまま適用可能である． 

 

5 まとめ 

本研究では受講者が重要だと思う視点映像の選択

操作を用いて講義映像を生成する方法を提案した．

また評価実験によって受講者に有用な講義映像が生

成されていることを示した． 
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1  問1，問2，問4においては1と2，問3においては3と4をポジティブ

な回答とする．それ以外の回答をネガティブな回答とする． 


